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所謂輕症型胸膜炎及其批判

讐學博士 上 田 春 治 郎

歴 史

大正2年(1913年)小 川勇氏 ガ族順重砲兵大除二

於テ胸膜炎 ノ多礎セルニ遭遇 シ、偶 ≧何等自昼

的症候 テ訴ヘザル外見健康 ナル同除兵54名 一

付キ試験穿刺 ラ行 ナヒ、其内33名(約6196)二

於 テ胸膜腔内二少量乍 ラ「探取 シ得可キ液」ノ存
ノ

スル コ トテ経 験 シ、 之 ラ病 的 現象 ト見倣 スベ キ

カ否 ヵ二就 キ疑i義 テ投 ぜ リ。 當 時九 州 帝 國 大 學

署學 部 武 谷 廣 教 授 ハ 之 二封 シ『患者 ノ自斑 セザ 。

ル胸 膜 炎 ナ リ』ト ノ断 案 テ下 セ リ ト。大 正12年 、

更 二小 川 氏 ハ、 日本 赤f字 肚 奉 天 病院 ノ自大 正

6年 至 大 正9年 約4ケ 年 間 ノ胸 膜 炎総 撒3711例

中2130例(65%)ラ 「軍 除 以外 ノ輕 症 肋 膜 炎」トシ

テ報 告 シ、 所 謂 輕 症型 胸 膜 炎 ナ ル モ ノ・・我 國 陸

軍 部 隊 二特 有 ナ ル モ ノニ非 ズ シ テ、 一 般 民 間 ニ

モ 多撒 存 在 スル モ ノナ レ ドモ、 唯 軍 隊 ノ如 ク容

易 二摘 登 登 見 シ難 キ ノミ ト言 ヘ リ.

爾 來 我 軍 部 ヲ始 メ學 界 各方 面 オ胸 膜 炎研 究 者

ノ間 二於 テ、 自他 覧 的 二何 等異 常 ナ キ全 然 健 康

ナル者 二、 「採 取 シ得 可 キ胸 膜 腔 液 」ノ存 スル モ

ノナ リヤ否 ヤニ就 キ、 多撒 ノ實 験 成 績 登 表 セ ラ

ル ・二至晒レ リ。

健 康 者 胸 腔 呂 探 取 シ得 ベ キ

液 ア リ ヤP

文 獣 テ案 ズル ニ、

報 告 者 障 験 刎 實㌦ 萎生

小 川 勇(陸 軍)54(陸 兵)33161・1タ ・

木 村 安 全(")25(・,)25100.0%

小 川 勇 .L2_)5墾 間)26146・4%

大 久 保 九 フト(東 北 帝 大 、 山川 内科)あ 「")3360%

出井 淳 三 、 岸 本 宗 治郎(陸 軍)212(陸 兵),10047,2%

西 澤 、 田 中(")43(・1)2660%

古川利雄 野田螂(舳 内科){1短 間;ll8、ll;三

島 田 頼 三(大 阪刀根 山療 養所)1240(紡 績 工)19415.7%

鱗 甕肇 中灘 轟 儲 鴇b・741嫉)62135・6%
長 谷 川 忠 三(陸 軍 、 山 田 内科)758(.,、31341.2%

即 チ現 今 ニ テ ノ、健 康 者 ニモ探 取 シ得 ベ キ胸 膜 腔

液 ノ存 ス ル コ トア ルハ疑 問 ノ飴 地 ナ シ トセザ ル

可 ラズ。

健康者胸腔液所見

出井及岸本氏等ハ特二X線 透視乃至爲眞検査テ
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モ行 ナ ヒテ、其 胸 部 所 見無 病 息 災 ナ ル陸 兵 ノ肩

B甲線 第9乃 至 第10肋 間 テ穿 刺 セ リ。 而 シテ 其

探 取 液 量 ハ泡 沫 ヨ リ最 モ 多 キ者 モ2.5c.c.テ 超 エ

ズ、 大 多 激 ハo.2c.c.以 下 ナ リキ。 山 田 内科 ノ谷

野 及 中瀬 氏等 ・・最 大 量6.Oc.c.ニ シテ1.Oc.c.内 外

モ ノ多 シ トシ、長 谷 川 氏 ハ25.Oc.c.テ 得 タ ル例 テ

記 セ リ。其 胸 側 關 係 二付 キ 出井 、岸 本 氏 ハ陽 性 者

100例 中、雨 側54%、 右 側 ノ ミ ノ者29%、 左側 ノ

ミ ノ者17%テ 墾 ゲ タ リ。長 谷 川 氏 ハ雨側 約3分

ノ1ニ シテ最 モ多 ク、 之 二次 グノ、片 側 ニ シテ左

側 ヨ リモ右 側 梢 支多 キ モ其 差著 シ カ ラズトセ リ。

健 康 者胸 液 ノ性 状 テ出 井 、 岸本 氏及 山 田(詩 郎)

内科 其 他諸 家 ノ成績 ヨ リ綜 合 ス ル ニ、

(1)淡 黄 色透 明或 ハ微 濁

(2)弱 油 性 反磨i

(3)比 重(150C)、1013-1017

(4)粘 稠 度 、 谷 野 氏等1・00-1.60(李 均1.L)・1,)、

大 久 保 氏1.2-1.6、 出井 、 岸 本 氏1.2-1.3

(Hess'Viscosimeter)

(5)Rivalta氏 反 慮 、 陰 性 乃 至 微 陽性

(6)繊 維 素 ハ少 ク シテ菲薄 膜 テ形 成 ス ル程 度

(7)蛋 白量 、1.4-一一3.4%(李 均1.896)出 井 、 岸

ε}3}-1・ ・2-…7;

本 氏1・6-一 一3.1・・;・・シ テ1.7-一 一2.4%最 多 激 ナ リ

(Pulfrich'Refraktometer)。 大 久 保 氏2.4

一 壬・0%(末 吉 氏 法)或 ハ2.7-4.4(李 均3.21

%(Kjeldahl氏 法)ナ リ。

(8)水 素 「イ オ ン」濃 度(PH)、 谷 野 氏 等7.60-

7.68(李 均7.64)、 中 村 氏 卒 均8.51(38。C'

Cullen'Colorimetrie)

・(9)乳 酸 、 谷 野 、 八 田 氏10.3-27.5mg/d1(不

均1.56mg/dl(Mendel-Goldscheider氏 法)

(10)炭 酸 瓦 斯 、谷 野 氏 等52.3-61.5(李 均57.8)

容 量%(vanSlyke氏 法1

(11)「 ヵ ル チ ウ ム 」、 谷 野 氏 等6.8-7.6(準 均

7.2)mg/dl(Tisdall氏 法)或 ・・古 川 及 野 田 氏

(j.8-LO.2(李 均7.4)mg/dl(deWaard氏 法 》

(12)「 カ リ ウ ム」、 谷 野 氏 等17.2-26.2(牢 均

22.5)mg/dl{Kramer-Tisdal1氏 法)

(13)「 ナ ト リ ウ ム 」、 谷 野 氏 等312-328(李 均

321)mg/dl(Kramer-Gittleman氏 法)

(14)「 ク ロ ー ル 」(食 盤 ト シ テ)、 谷 野 氏 等640--

735(李 均683)mg/d1(Rusznyak氏 法)
●

(15)胸 液(P)ト 血 清(B)ト ノ間 二於 ケ ル 無機

「イオ ン」分 布 二就 キ谷 野 氏 等 二依 レバ
、

麟 一…9;鵠 睾一1・・2-…4

ニシテ凡ソ綿 ≡留 溜 含一箒;葺

トナ リ、Donnan氏 不 衡 則 テ保 テ ル モ 、 「カ

ル チ ウ ム」 一於 テ ハ 血 清 ト胸 液 ト ノ 「イ オ ン 」

比 率 高 ク シ テDonnan氏 李 衡 テ破 ル 。嘗 テ 百

瀬 宗 氏 ハ 、 心 嚢 液 二 於 テ ハ 「カ リ ウ ム」 「イ オ

ン」ガDonnan氏 李 衡 テ 破 リ テ 、 血 清 ト心 嚢

液 ト ノK+比 率 ガ著 シ ク高 キ ヲ報 告 セ リ。要

ス ル ニDonnan氏 李 衡 ナ ル モ ノハ 、 凡 ベ テ ノ

「イ オ ン」二 於 テ 成 立 ス ル モ ノ ニ 非 ザ ル可 シ
。

〈16)「 ア ン チ ト リ プ シ ン」量 、「)0-76(李 均57)軍

位(眞 田 清 一 郎 氏)

〈17)「 リパ ー ぜ」(反慮 速 度 恒 撒)、O.0021-0.OO」'7

(・/Ca++)B●

(iV/Ca+不)P

==1.18-1.23

(李均0.0037)K(吉 本 勝 氏)

(18)細 胞(赤 血球 以 外)数 ハ1mm3中 、 出井 、岸

木 氏 ハ400-7000ニ シテ 「)oo--1000内 外 ノ場

合 最 モ多 シ トシ、高 橋 及 経 田 氏 ノ成 績 ハ1700

-6200不 均45JO= 一シテ 著 シ ク相 違 ア リ
。 其

理 由 ハ明 ラ カナ ラザ ル モ或 ハ胸 液 探 取 局所 ノ

差 異(胸 腔 下部 程 細胞 数 多 キ モ ノナ ラ ム、細胞

ガ沈 下 スル カ ラ)及 検 索 手 技 上 ノ 相 違 ナ ラ ム

カ?兎 二角 病 的 炎症 滲 出液 二比 シ遊 離 細胞 数

多 キ コ トハ事 實 二近 シ。

而 シテ是 等 遊 離 細 胞 ハ、 多 ク退 行 萎 縮 乃 至攣

形 崩 壌 二傾 キ、 血液 中 二於 ケ ル ガ如 ク判 然 タ



第5號 】 上田=所 謂輕症型胸膜炎及共批剣 235

ル形 態 テ具 備 セズ。 叉諸 種 ノ反 慮殊 二 「オキ

シ グー ゼ」、「ペ ル オ キ シダー ぜ」等 ノ反 慮 ハ多

クノ、陰 性 ナ ル ノ ミナ ラズ、 色 素 二封 スル染 色

關 係 モ血液 中 ノ夫 レニ比 シ 著 シ ク減 弱 攣 化

シ、 随 ツ テ各 個 細胞 ノ種 別、 性質 、 由來 等 ノ

辮 別 ハ極 メ テ困 難 ナ リ.然 レ ドモ大 略文 献 上

二見 ユ ル成績 ラ塞 グ レバ

(19)(イ)淋 巴球 ハ出 井 、 岸 本 氏3.o一13.OAO、

高 橋 、経 田 氏0-29.4(卒 均 川.2)%

(ロ)多 形核 細胞 中 、 高 橋 、 経 田 氏 二依 レバ 中

性 多核 細 胞 最 モ多 ク0.9-t8・0%、 「エ オ ジ

ン」及 髄 基 性 細 胞 テ 見 ル例 ハ極 メ テ稀 有 ナ

リ。 假 今 之 ヲ見 得 ル場 合 ニ モ、 「エ オ ジ ン」

ll生糸田月包ハ0 .5-2.2%、 盤 基 ・1生糸田月包ハ1.3--

2・4%ナ リ.出 井 、 岸 木 氏 モ 多核 細胞 テ見

ル コ ト稀 ナ リ トセ リ。

(・・)軍核 細 胞 ハ遊 離 細 胞 中 ノ主 部 ラ 占 メ、 出

非 、 岸 本 氏 ・・78.8-96.2%ト 報 ジ、 高 橋 、

経 田氏 ・・15.0-75.2(卒 均53.7)%ト シ其

性 状 二付 キ、 大 サ8-24μ 、原 形 質 内 二室胞

テ有 シ、 多 形 核 細 胞 或 ハ核 塊 等 テ食 喰 セ ル

ア リ。其 他所 謂 印環 細 胞(Siegelringzellen)

核 分 剖 像 等 テ認 ム。

是 等 大 中 軍 核 細 胞 ハ組 織 球 性 細 胞 ナ ラム ト

推 定 セ ラル。

《二)破 壊 不 全 細 胞 即 チ破 壌 愛性 シテ原 形 質 ノ

大 部 分 ラ失 ヒ、 若 クハ原 形 質 ヲ全 然 清 失 シ

テ裸 核 トナ リ、 然 ヵ モ其 核 ガ膨 化 腫 大 シテ

梢 ヒ長 形 トナ リ9.6-U.2μ トナ レル モ ノ、

或 ハ破 碑 シテ3・6μ 内外 ノ小 塊 トナ レル モ

ノア リ。 如 此 不 全 細 胞 ハ10.8-80.O(卒 均

29.5)%ラ 占 ム。

(ホ)胸 膜 被 覆 細 胞 ハ稻 村 氏19・3%ト セ リ。高

橋 、 経 田氏 二依 レバ0.7-6.9(李 均3.o)%

ニ シテ、 其大 サノ・]6.0×lo.1μ 乃 至18 .5

×14.4μ ヲ示 シ、 一般 二胸 膜 二附 著 セ ル非

遊 離 健康 被 覆 細 胞(近 藤 見 長 氏 二依 レバ24

×1`1μ ノモ ノ最 多 ニ シテ2+×32μ 或 ハ老

人 一 テハ48×52μ 二達 ス ル モ ア リ)二 比 シ

テ小 ナ リ。

要 ス ルニ健 康 者 胸 膜 腔 液 中 ノ細 胞 ハ 淋 巴球 約

10%被 覆細 胞 約3%テ 除 ケ バ、残 絵 ハ皆大 躍核

様 細 胞 及 ビ其 攣 形 不 全 細 胞 ト見 倣 シテ差 支 ヘ ナ

シ。 而 シテ 「ア ンチ トリ ブ シ ンご、 「リパー ぜ」等

ノ酵 素 量 ガ、 同 一人 ノ同時 二検 セル1価青中 ノ夫

レ ヨ リモ少 ナ キ鮎 ヨ リ見 レバ、 是 等 酵 素 ハ血 清

中 ヨ リ胸 液 内 二移行 セ ルモ ノナル ベ キ モ、 健 康

者 胸 液 中 ノ酵 素 ガ、 炎性 滲 出液 ヨ リ低 率 ナ ル コ

トノ・、'雨種 胸 液 内 ノ遊 離 細 胞 像(滲 出液 ニ テ淋 巴

球 主骨豊テ ナ ス)二 關 係 ナ キ カ、 研 究 ノ絵 地 ア リ。

(20)身 膿 激 勢 ガ健 康 者胸 液 二及 ボ ス影 響 。

出井 氏 ハ、 秋 季 演 習後 ノ者 二胸 液 探 取 可 能 率

最 モ多 シ(67.7%)ト シ、 長 谷 川 忠 三 氏 モ、 急

激 ナ ル艘 動 後 ノ健 康 者 ニノ、、 一般 二胸 液 テ探

取 シ得 ル卒 壇 加 シ、液 量 モ檜 加 ス ル傾 向 ラ認

メ(但 シ個 々 ノ例 二就 テ 論 ズ レバ 之 二反 スル

場 合 モ ア リ)、 且 ツ蓮 動 後 ノ胸 液 ノ、色調 ガ濃

久 殊 二溺 濁 度 テ増 シテ乳 濁 ラ呈 ス ル ァ リ、

甚 シキハ濃 様 外 観 テ呈 シ、 蛋 白量 、粘 稠 度、

比 重等 、 寧 ロ減 少 シ(之 レ膿 胸 ト ノ 匠 別 鮎 ナ

リ)、有 成 分 中、 淋 巴球 減 ジ、 大 軍 核様 細胞 テ

:trlir加ス。 特 二興 味 アル事 ハ、 安 静 時 探 取 シ得

ザ リ シ者 ハ激 動 後 二膿 様 液 テ探 取 シ得 ル コ ト

多 ク、 且 ツ 著 明 ナ ル 「エ オ ジ ン」性 細 胞 檜 如

(37-87タ6)ヲ 」見 ノレト。

命名 ノ由來

輕症型胸膜炎 ナル構呼 ハ 出井淳三氏(大 正11

年、1921)ノ 創唱ニシテ、所謂特登性胸膜炎ニモ

非ズ、叉特焚性胸膜炎ノ初期乃至其輕症型 ト云

フニモ非ズ。

其成因、臨躰所見、病性、経過、豫後、治療及

兵役上 ノ庭分法等 二到 ル迄特剣 生胸膜炎 トハ全

然相違セルテ以テ、陸軍 ニデハ肚丁胸膜炎テ便

宜上輕症型 ト普通型(特 凝性)ト ニ大別 セリ。

護生頻度

一般 二輕症型胸膜炎 ハ胸膜炎総数 ノ約lo%ト
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セ ラル ・モ、 其 登 生 ニハ著 シキ滑 長 ア リ。 我 陸

軍 二於 テ ハ大 正10年 頃 ヨ リ数 年 二亙 リ 胸 膜 炎

頻 登 シ、 中 二所 謂 輕 症 型 胸 膜 炎 トシテ嘔 別 セ ラ

レタ モ ノ相 當 多敷 ア リ。 今其1例 トシテ第 ○ ○

師 團 ノ大 正8年 乃 至大 正14年 迄7ケ 年 間 ノ統

計 ラ見 ル ニ(矢 田耕 造)、

大 正8年

9

10

11

12

13

14

計(卒 均)

輕症型

15
9

139

184
49

22

3
421

(60.1)

普 通 型(

特 號性)

53

42

218

243

425

190

113

12S4

(183.4、

計

68

51

357
427

474
212

116
1705
(243.6)

輕 症 型 ノ胸

膜 炎 総 数 二

封 ス ルレ比 奪

22,1%

17.6%

38.9%

43.1%

10.3タ6

10.4%

2.6%

(24.7ク6)

即 チ肚 丁胸 膜 炎 総 数 二封 スル比 率 ハ年 次 ニ ヨ リ

大 差 ア リ。最小2.6%ヨ リ最大43,1%ノ 開 キ ア

リテ、 其 卒 均 率 ハ 胸 膜 炎 総 計1705名 中輕 症 型

421名 、24.7%二 當 ル。

症 候

出 非 淳 三 氏 ノ245例 ノ調 査 二依 レバ、 本 症 ハ雨

鮒 最モ多 ク槻 一63・3%)、 右側之 一亜 ギ

G魏 一2・・4%)、左賑 モ 少ナシ(鵡 一・6.3

触 之 レ糠 縢 灘 噸 炎(髄 型)ト 第一
一異 ナ ル鮎 ニ シテ、 特 幾 性 炎 ニ テ・・右 側 最 モ 多

ク(55%)、 左 側 之 二亜 ギ(35-IO%)、 雨 側 性 最

モ少 ナ シ(6%)。

登 生 傘 ハ勤 仕 年 ノ長 短 即 チ兵 ノ新 藷 一 ハ殆 ン ド

無 關 係 ニ シテ、 陸 軍 ニ テ、 一 年 志 願 兵 二租 支多

シ ト云 フ。 特 爽 性 炎 ハ反 之 勤 仕 年 少 ナ キ新兵_

多 シ(陸 軍 、 海軍)。

登 病 時 ノ榮 養 ハ何 レモ良 好 ナ リ.病 初 全 ク自斑

症 ラ有 セザ ル者(約bモ ア レ ドモ、 大 多 数 ハ 多
り

少共 自魔兆候 ラ訴 フ。即チ胸痛(約57%)、 頭痛
　 り 　 　　

(約47%)テ 最 多 トシ、 咳 漱 、 胸 内苦 悶、 食 思不
　 　 　 　 　 　 　 　 　

振、全身倦怠等之二亜 ギ、其他肩凝、背痛、喀
　 　 　 　 　

疾 、 呼 吸 促 迫 、 腰 痛 、 頭 重、 季 肋 部 痛 、 胸 部 歴

迫 感 、 咽 頭 痛 、 盗 汗 、 心 窩 部 痛 、 眩量 、 熱 感 、

腹 部 緊 満 感 等 テ訴 フル例 モ ァ リ。

1.胸 痛。 側 胸 部 、 或 ハ前 胸 下部 、 或 ハ前 胸 中
　 　

央 部、 或 ハ肋 弓部 、 或 ハ劒 歌 突 起 部、 或 ハ肩朋

下 部 乃 至 腰 部等 ニ シテ、 一・側 ナ ル コ トモ 、 雨側

ナ ル コ トモ ア リ。 多 クハ鈍 痛 ナ レ ドモ、 時 二歴

迫 様 痛 、 刺 痛 、 牽 引痛 テ訴 フル モ ノア リ。 是 等

疹 痛 ハ登 病 ノ當 初 ヨ リ比 較 的 永 ク持 綾 シ、1--

2ケ 月 二及 ブモ ノ ア リ.概 シテ輕 ク、 且 ツ遷 延
　 　 　 　 　 の 　 　 　

ス ル ラ特 長 トス。 殊 二胸 廓 下部 二沿 ヒ帯 状 二鈍
　 　 　 　 　 　 　

痛 乃 至 牽 引 痛 ア リテ、 恰 モ横 隔 膜 ノ胸 壁 附 著 部

附近 二何等 力病 攣 アル カ ノ感 テ抱 カ シム ル場 合

ア リ^

2.他 毘 的 ニ ハ榮 養 一 般 二良 好 ナ ル者 多 ク、 又
　 　 　 　 　 　 　

全経過中特 二榮養 ノ著 シキ悪化 テ見 ル コ トナ
　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ぎ・
3.熱 ハ、 初 メ熱 感 テ覧 へ或 ハ幾 病 時 或 ハ縄 過

む

中 二爽 熱 スル例 ア レ ドモ、i過 牛1ハ微 熱(37.5℃

以 下)出 浸 ノ程 度 ニ シテ、且 ツ持 綾 敷 日 テ出 デズ
　 　 　 　 　 　 　 　

シテ清散 シ、決 シテ特登性胸膜炎 ノ如 ク持長 ス
　 　 　 　 　

ル 例 ナ シ。 出 非 氏 二 依 レバ245例 中 無 熱 者69

例(28.2%)有 熱 者176例(71.8%)一 シ テ 、 中 一;一・
　 　 　

咽 頭 、 氣 管 枝 、 肺 尖 等 二異 常 テ認 メ、2例 ニ テ
　 の 　 　

ハ喀礎中二結核菌 テ澄明セリ。又輕度 ノ円腸障
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

碍 テ件 ナヘ ル モ ア リ タ リ。

有 熱 者 ノ内、

灘 到ii響 襯
而 シ テ 有 熱 期 間1一 壬日 ニ シテo"一一一10日 間 持 績

セ シバ2例 二過 ギ ズ。

経 過 中 間 二時 々爽 熱 ス ル 者142例(58%)一 シ

テ、 時 々(1週2回 位)爽 熱 スル者 、 或 ハ 稀 二

(1-2週 二1同 伽 爽 熱 ス ル者 トア リ。

而 シテ

37.0つC-37.5⊃C

37.60C--38.(♪i)C

38.1『C-一 一31).OOC

39.10C-一 壬0.00C

ノ 割 合 ナ リ。

127例

9例

2例

4例
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勿 論初 期獲 熱 ヨ リー 旦 下熱 シテ、 経 過 中時 々又

登熱 ス ル者 モ少 数(31例)ア リ.

4.一 般 状態 稀 ニハ ニ 三 ノ自罷 症 状 ラ有 シ、

微 熱 テ覆 シ病 感 梢 丸著 シ ク、 病 床 二横 ハ ル者 モ

ア レ ドモ、 大 多 数 ハ病感 ヲ訣 キ元 氣議 渕 徒然 二

苦 シム ラ普通 トス。

5.胸 部 理 學 的 所 見 モ輕 微 ニ シテ、 大 多撒 二
　 　 　 　 　 　 　

於 テ、 一・側 又 ハ 雨側 背 面 下部1-3横 指経 二亙

リ輕 濁 若 クハ鼓 性 短 調 音 テ獲 シ、 呼 吸 音、 聲 音

震 盈 ハ其 部 二於 テ幾 分 減 弱 セ シ カ ノ感 ア ル モ、

全 然 攣 化 ナ キ モ ノ稀 ナ ラズ。 摩 擦 音 ノ、極 メテ稀
　 　 　 　 　 　 　 　

二胸 部 二帯 状 二存 ス ル コ トア リ。
　

6.X線 検査 二於テモ何等所見ナ久 肺 ノ呼
　 　 　 　 　 の 　 　 　 　

吸 性 移動 尋常 、 肺 尖 、 肺 門 、 氣 管 枝 淋 巴腺 等 二

異 常 ナ シ。

7.胸 部 背面 肩 月甲線 上第9乃 至 第10肋 間 ニ テ

試 験 穿 刺 シテ1.Oc.c.以 上 ノ胸 液 ヲ探 取 シ得 ル テ

通 常 トス ル モ、 元 來胸 腔 内 二存 スル液 量 少 ナ キ

ヲ以 テ、 毎 常1・Oc.c.以 上 二探 取 シ得 ル トハ限 ラ

ズ。

探 取 液 量1・.9cc以 下 …cq以 上j2・ ・c… 以 上13・・aq以 上4・ ・c・q以 上15・ ・c…Y・ki6・ ・c…V・t

比 奉136.616i・5・8%1・8・8%1…9%i7・9% 5・・%14・ ・%
僅 癬)

而 シテ第60病 日以 内 一 テハ、畿 病 ノ新 薔 二拘 ラ

ズ撒qcラ 超 ユ ル事 ナ ク、 且 ツ探 取 液 量 二大 差 ナ

シ。 換 言 セバ本 症 ノ胸 液 ハ毎 常 甚少 量 ニ シテ、
の 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

経過ニヨリ檜減 セズ、比較的長 ク未吸牧状態二
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

置 カ ル ・モ ノ ト考 ヘ ラル 。
　 　 　

穿 刺 液 ノ性 状 ハ、 多 クノ、無 色 ナ レ ドモ経 過 長 キ
　 　 　 　 く　 む

モ ノー ア リテ ハ淡 黄 色、 稀 二櫨 黄 色 テ帯 ビ、 微

濁 牛 透 明、 弱 盛 基 性.比 重1020内 外 、蛋 白量
　 　 　 　 　 　 　 　 　

1.5・一一一r).3%ノ 限 界 テ示 セ ドモ 、 大 多 撒 二於 テ ハ

2.0-1.0%ノ 間 二(Eリ 。 病 日奮 キ モ ノ ハ梢 ≧蛋
　 　 　 　

白含 有 量 テ 檜 ス ヵ ノ感 ア リ。 雨 側 性 ノ 場 合 ハ

右 側 胸 液 ノ方 一 般 二蛋 白量 多 シ(0.2-0.5%多

シ)。 繊 維 素 ハ極 メ テ少 量、Rivalta氏 反 慮(内
　 　 　

径3.6cm、 深 サ19cmニ テ 上 方 ヨ リ200二 目盛

セ ルMesscylinder二 、 水 道 水200c.c.及 氷 酷2

滴 テ 入 レ、混 和 シ、 液 面1cmノ 高 サ ヨ リ穿 刺 液

ラ滴 下 ス ル ト、液 面 ヨ リ20-30度 目 頃 ヨ リ 白 濁

シ初 メ、 再 ビ透 明 トナ ル カ又 ハ 管 底 迄 白煙 状 テ

ナ シ テ到 著 ス)ハ 弱 陽 性(20-31,度 目 ヨ リ 白 濁 シ
　 　 　

100-160度 目 ニ テ消 ユ ル モ ノ最 多)ナ リ。 粘 稠
　 　

度1.14-2.15、 細 胞(赤 血 球 以 外)wrIOOO-」"ooo
　 　 くラ 　 　 　 　 　

内 、 淋 巴 球 少 ナ ク 〔5.1-37・4%)、 「エ オ ジ シ」
　 　 　 　

嗜 好 球 多 シ(30.0-77.5%稀 二89.5%)、 又 組
　 　 　 　 　

織 球 、内被 細 胞 テ含 ム コ トア ル モ特 徴 ニハ 非 ズ。

病 原 細 菌 テ 含 マ ズ(培 養 上 ニモ動 物 實 験 的 ニ モ

謹 明 シ得 ズ)。

8.患 者 血液 所 見 ハ赤 ・白血 球纏 教 二攣 化 ナ ク、

比 較 的 淋 巴球 増 加(22.3-51.3%ニ シテ40%以
　 　 　 　 　 　 　 　

上 ノ者 大 多数 ナ リ)、「エ オ ジ ン」嗜 好 球 増 加(6.7
● ● ●0● ● ●0●

_一一24.8%)ア リ。

而 シテ胸 液 トノ「エ オ ジ ン」嗜 好 球 数 ハ必 ズ シモ

李 行 セズ、 叉 便 中 二腸 寄 生最 殊 二十 二 指 腸 贔 卵

ラ認 メ得 ル テ以 テ、 「エ オ ジ ン」嗜 好 球 壇 加 ハ是

等 寄 生 贔 二因 ル ト設 明 シ 得 ラ レザ ル ニ非 ザ ル

モ、長 谷川 氏 ノ健康 者激 働後 ノ胸 液 内 ニ ハ 「エ オ
　 　 　 　 　 　 　 　 　

ジ ン」嗜 好 細胞 檜 加 テ併 セ考 フ レバ、必 ズ シモ寄

生 鐘 二因 ル ニ非 ザ ル ヤ モ知 レズ。 淋 巴球 檜 加 ノ

原 因 二至 リテ ハ全 ク明 ラカ ナ ラズ。

経 過

1ケ 月 内外 ノ者 多 ケ レ ドモ稀 二3ケ 月 二達 スル

モ ア リ。 而 シテ全 経 過 中 二特 別 注 目 スベ キ清 長
　 　 　 　 　 　

ナキテ特長 トス。胸膜癒著、循環障碍等 テ來 タ
　 　 　 　 　 　 　

ザ ス、 榮 養 モ衰 ヘ ザ ル テ常 トス。 又何 等 ヵ他 ノ

因子 ノ加 ハ ル ニ非 ザ レバ特 剣 生胸膜 炎 二移 行 ス
● ● ●o● ● ● ● ● ● ●

ル コ ト ナ シ 。

● ● ● ●0

豫 後

一 般 二良 好 ニ シテ
、 死 亡乃 至 除 役 テ要 スル モ ノ

殆 ン ドナ ク、 叉 將 來 、 結 核 其 他 ノ疾 病 テ後磯 ス
● ● ● ● ● ●

ル 者 ハ例 外 二属 ス。
　 　 　 　 　 　 　 　

矢 田耕 造 氏 調 査317例 ニ ヨ レバ治 癒75.2%、 輕
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快21・9%、 死 亡(肺 結 核2例 、 肉 腫1例 、 胃腸

炎1例)1・2%、 増 悪1.4%、 轄 症0.3%(内 二

結 核 ヘ ノ轄 症 例 ア リ)。

診 断

自他 覧 症 輕 微 ニ シテ摩 擦 音 、濁 音 等 著 明 ナ ラズ、

且 ツ無 熱 乃 至 短 期 微 熱 ニ シテ、 試 穿 刺 ニ ヨ リテ

1.Oc.c.内外 ノ液 テ得 、其 性 状 ハ 滲 出液 ト漏 出液

ト ノ中間 二在 リ。 経 過 遅 汐々 ル モ症 状 二著 シキ

消 長 ナ キ ヲ特 異 トス。

而 シテ特 嚢 性 胸 膜 炎 トハ全 ク別 笛 ノ疾 患(?)一 …

シテ、 特 獲 性 炎 ヘ ノ移 行 型 ス ラモ今 日迄 経 験 セ

フ レ スo

治 療

安 静 、 器 法 等 ノ外 特 殊 療 法 ナ シ。 又 安 静 庇 護 ノ

ミニ テ治 癒 ス。

成因、本態拉 呂其批判

健康者二在 リテモ其約丁数 二於テ探取 シ得可 キ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

胸 腔 液 ノ存 在 シ得 ル コ トノ實 護 セ ラ レタ ル現 今
　 　 　 　 　 　

二於 テ、 本 症 ノ如 ク全 経 過 中病 勢 檜 悪進 展 セ ズ

又 去 リ トテll・≦快 二赴 ク コ トモ甚 ダ遅 々 タル モ ノ

ア リ テ、 果 シ テ之 ヲ1個 ノ掲 立 セ ル疾 患 ト解 ス
　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　

可 キ カ、 將 タ又 、 胸 膜 二如 何 ナ ル病 攣 ノ弥 スル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

カ、殊 ニ ソ レガ 炎 ナ リヤ否 ヤ ニ到 リ テノ、全 然 判
　 　 　 　 　 む 　 　 　 　 む む 　 　 　 　 　 　 ら

明 セザ ル テ以 テ、 陸 軍 以 外 二於 テ之 テー 疾 患 ト
　 　

シテ診断治療セル例 ナキガ如 シ。小川勇氏ハ、

輕症型胸膜炎モ特獲性漿液性胸膜炎モ同一範疇
　 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　 　

二入 レ ラル ド キ モ ノニ シテ、 本 態 二於 テ全 然 同
　 　 　 　 む 　 　 　

一 ニ シテ唯程 度 ノ差 異 ノ ミ トナ セ ドモ
、 出 井 淳

　 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 む

三郎氏 ハ雨者二關スル今日迄 ノ知見二基 キ、

輕症型胸膜炎ハ特護性胸膜炎 ノ軽症 ナルモノニ
　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　

モ非ズ、又経過中特獲性炎二移行 シ得可 キ初期
　 　 　

症 状 ニモ非 ザ ル全 然 別 箇 ノ疾 患 トシ、 雨 者 ノ間
り 　 　 　 　 　 　 　 　

二何 等 ノ關係 ナ シ トセ リ。 惟 フ ニ僅 微 ナ レ ドモ

大 多撒 例 二於 テ自他 寛 的 症 状 ア リ、 輕 少 ナ リ ト

難 モ試 穿 刺 二依 リテー 定 量 ノ胸 液 テ得 、 其 性 状

1硝k生 理 的 胸 液 ト異 ナ レル テ」以 テ、 暫 ラ ク1ツ

ノ胸膜疾患 ト見倣 シ得ザルニ非ズ。然 レドモ其

患側關係二於テモ穿刺液 ノ分量性質等 二於テモ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

健康者 ノ生理的胸液 ト略 ≧一一致 シテ特登性胸膜

炎滲出液 ト・・全然其所見 テ異 ニシ、叉其症候、

経過、豫後等 ノ臨沐的所見ハ胸膜 ノ炎症 トシテ
　 　 　 む 　 　 　 　

ノ病理的所見二確實ナル根嫁殆 ン ド無 久 且ツ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

長谷川忠三氏二依 レバ、健康陸兵二於 テ激動後
　 　 　

一ハ安静時二比 シ胸液探取可能 ノ率 テ檜 シ、又
　 　 る 　 ね 　 　 　 　 　 　 る 　 　 　 　 　 　 　

探取 シ得ル液量 モ壇加 シ、加之、穿刺後 ノ性状
　 　 り り 　 　 　 　 　 　 　 　

ニモ相當攣化テ認 メ、輕症型胸液二近似 スル事
　 　 　 　 　 　 　 　 　

實 二徴 スレバ、本症 ハ出非氏 ノ謂 フ如 ク生理的

二常存 セル胸腔液 二出爽 シ、胸膜或ハ其附近二

於 ケルー定 ノ生理的乃至機械的刺戟(演 習、戦
　 　 　 り り り 　 む 　 　

圖農技等 ノ肉膿的激捌 二封 スル胸膜 ノ反慮機
　 　 り む 　 　 　 り 　 　

轄 ノ結 果 ト見 倣 ス ーハ異 論 ナ キ モ、 然 ラバ生 理
　 　 　 　

的(胸液 テ存スル健康 者)ト病的(輕症型胸膜炎)

トテ何二依 ツテ嘔別 スルカ?出 井氏 ハ穿刺液量
　 　 　 　 　 　 　 り 　 　

1・Oc・c・以 上 ニ シテ液 ノ性 質 中 、 蛋 白 量、 粘 稠 度

ノ多 少 ノ増 加 ト自他 壁 的 症 状 ア リ トノニ 黙 テ根

{壕 トセ ル ガ如 シ。 然 レ ドモ穿 刺 量 ハ健 康 者 ニ モ

1.Oc・c・テ超 ユ ル例 稀 ナ ラ ズ、液 ノ蛋 白 景、 粘 稠 度

等 モ胸 液 ト嘔 別 ス ル ニ ノ、絵 リニ其 差 僅 微 ナ リ。

自他 魔 症状 ノ如 キ モ之 レガ果 シ テ輕 症 型 胸 膜 炎

二必 然 的 二附随 ス可 キ モ ノナ リヤ或 ハ所 謂輕 症

型 胸 膜 炎患 者 ノ胸 液 テ探 取 シ得 ル ト云 フ事 卜、

是 等 臨}沐上 ノ白他魔 症 候 トハ全 ク關 係 ナ キ別 箇

ノモ ノ ナ リヤハ検 討 テ要 ス ル モ ノ ア リ。 元 來 軍

隙 、 蓮 動 家 或 ハ特 種 職 業 者 等 二於 テ ハ、 厘 支斯

カル激 動 作 業 テ敢 行 スル テ以 テ、 其 肉膿 的 過 勢
　 　 　 　 　

二依 リ生理的胸液出現乃至増加テ來 タス機會多
　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　

キハ容易二首肯 シ得可ク、而 シテ本症研究者等

ノ言 フ如 久 如此ニ シテ成立 セル胸液 ガIlξダ吸

牧サレ易カラズシテ、比較的長ク胸腔 内二存在

ス トセバ、是等陸兵、運動家乃至職業者 ノ健康

時或 ハ胸部疾病二何等關係無キ僅微ナル訴ヘニ
　 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

封 シ、一部 ノ醤家ガ研究乃至興味上、其胸腔テ
　 　

試穿刺 シテ所謂胸液テ探取 シ得 タル場合 二、強
　

ヒテ此僅微ナル訴ヘテ胸液所見二結 ビ付ケテ輕
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●0● ● ●0

症 型 胸 膜 炎 ト唱 へ 出 セル ニ非 ザ ル カ:e
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病 側

i健 康 者 胸 液

液 量 (qq)

色

雨
右
左

ー
54%
29%
17%

輕 症 型 胸 液 1轍 性 炎滲出液
雨
右
左

63%
21%
16%

泡 沫 一2.5

(大 多数 ハ2.0以 下)

調 【微 黄 微 濁

、ー
〆
0乳一〇

〇

・

・
■⊥

00
θ

、跡
PH(38℃) 7.60-7.6Sl 、ZF均7.64)

無 色乃至淡黄、微濁

比 重 (15℃) 1013-1017 1020内 外

…雨
右
左

6%
55%
35%

多}、t

黄線、微濁

表 面 張 力(Dyne/cm)

疑 固 鮎 下 降

6.98-7..og--7.58(卒 均7.46)

1017-1034(多 ク ハ1025内 外

59.124-61.7S9

乳 酸(mg/dl) 10.3-27.5(亭 均15.6 .・

炭 酸 「ガ ス」(容 景%)t52.3-61.5(卒 均57.8)

リ ゾ ル タ 氏 反 磨コ 陰性一弱陽性
溺 陽 性

蛋 白 量(%)

(ブ ル フ リ ッヒ氏 屈 折 計)

「ア ル ブ ミ ン」肇ナ「グ ロ

ブ リ ン 」比

1.6-3.1

(多 ク ハ1.7-2.4)
の{00

ヨ

o
、

5

ノ

一
ク

ゐ

多

可⊥
(

繊 維 素

粘 稠 度

糖 量(9/dl)

少 量 ・:非薄 膜 ヲ生 ズ)
i少 量(多 少 凝 塊 ヲ生 フご)tz

lコ トア リ)

1.OO-1.60 1,14-2.15

細 胞{数
多 シ・1野?Ol。 。_、。。。)i多 シ・ ・…-5…

種 購 灘撫 響 顯聾蒙狩 鍵 」
ナ シナ シ

0.,545-一 一 〇.637

38.0-100.0(亭 均54.0)

44.3-60.9(平 均51.3)

陽 性

4.24-7.64(卒 均5.46)-7.75

0.25-0.5-1.5

多 量

1.66-2.40

0.02--O.12

少 シ、1000-1;orDO

菌

働「軍一
♪

原病

ン▽フ田h抗 50-76(準 均57)

淋 巴球 圭 部(80-90%)ヲ 占
ム

結 核菌(95%内 外)其 他 ア リ

「リ パ ー ゼ 」(K)

「ク ロ ー ルレ」(食 聴)19/dblO .640-0.735

0・0021-0・0057(不 均0・0037)}

コ

i200-1000Zド 均(600)

:0.0046-O.0085(卒 均0.0060　 へ へ
0.561-0.605

「ナ ト リ ウ ム」(mg/dl)

「カ リ ウ ム」(mg/dl)

「カ ル チ ウ ム1(mg/d1)

312-328

17.2-26.2

6.8-10.2

311-331;

10.5-20.4

7,8-10.8

小林義雄氏 ハ滲出性胸膜炎ノ潜伏期乃至流産型

ト所謂輕症型胸膜炎 トノ臨躰上 ノ鑑別 二劃然 タ

ル根縁 ナキテ指摘 シ又同氏及小川氏ハ本症 二結

核感染起 レバ所謂特獲性滲出性胸膜炎二移行 ス

ルナラント言ヘ リ。 又岸本宗治郎氏ハ 「ア ドレ

ナリンJ注射 二因ル家兎 ノ所見 ヨリ、輕症型胸膜

炎ハ整規代謝 ノ急激 ナル障碍 テ其原因 トシ、又

輕症型胸膜炎 ヨ リ結核性胸膜炎 テ誘起ストセ

リ∩

特 嚢 性 胸 膜 炎 ガ三 見 健 康 者 ヨ リ登 ス ル モ ノデ ア

リ。 殊 二小 林 氏 ノ謂 フ如 ク特 叢 性 炎 ガ結 核 感 染

早期 二登病 ス ル モ ノ トセバ、 輕 症型 胸 膜 炎 二結

核感染起 レバ特磋性漿液性炎二移行 スルコトハ

何等驚異 ス可 キコトニ非ザ レドモ、翁井徳二郎

氏一派、辻川健次氏及岸本宗治郎氏等 ノ家兎一

封 スル「アドレナリン」注射實験 テ根嫁 トスル内

分泌植物;帥経系統 ノ攣調 二基 ク不整規代謝解設
　 　 　 　 　 　 　

ノ如 キ ハ、軍 ナ ル 「ア ド レ ナ リ ン」中 毒 現 象 〔尤 モ
　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 る 　 　 　 　 　

辻 川 氏 ハ監 化 「カル チ ウム」及 「ア ド レナ リ ン」注
　 　 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 　

射二依ル家兎胸腔液 テ滲出液 トシ且ツ漿膜 二浸
　 　 　 　 　 　 　 む り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

潤 アル テ以 テ純 然 タ ル滲 出 液 テ來 タス モ ノナ リ ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の　　 り 　 　 　 　 　 　 　 　

トセ リ)ニ シテ何 等 新知 見 ト云 フ ニ非 ズ。血 液 ト
　 　 　 　 　 　 む り 　 　 り 　 　 　 　 　 　

組 織 ト ノ間 ノ水 分 交 換 ハ血 巫 ノ攣 化 二影響 セ ラ

ル ・モ ノー シテ、 「ア ドレナ リン」注 射 ニ ヨ リ血
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管 牧 縮 シ、 血 歴 上 昇 スル時 ハ、 毛 細 管 領 域 二於

テ脈 管 系 ヨ リノ水 分 漏 出檜 加 シ(Krogh,Marx,

Kiflbs,Scheidemandeletc)、 漿 膜 腔 二i漿液 乃

至 血 性 漿 液 ノ瀦 溜 テ來 タ ス事 實 ハ、 既 二Erb

(1905)、J.Citron(1905)etc二 依 リテ實 験 報

告 セ ラ レ、 矢可 部 軍 司 氏 ノ詳 細 ナル追 試 所 見 二

依 レバ、 家 兎 二 「ア ド レナ リ ン・」テ反 復 注 射 ス レ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

バ、一般臓器特 二胸腔内臓 ノ高度 ノ麗血 テ來 タ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く　 　 　 　 　

シ、漿膜腔特二胸腔、心嚢 二顯著ナル瀦溜液 テ認
　 　 　 　 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ムルモ、病理生理的乃至病理解剖組織的二些 ノ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

炎性機縛 ト認 ムベキモ ノナク、家兎胸腔液 ノ性

駄検査成績ハ次表 ノ如 クニシテ

一
正 常 1羅 ㌦鋤 複1

灘 奢 餐膝二8:§陣8:搬 ト}:8=}1:8鱒 鱗:1
色

i無 色 透 明 帯黄色 乃至 血性
、濁

正常胸液 ト 「ア!

ドレナ リ ン」 反

復 注 射 後 ノ胸 液

ト ノ間 ト特 記 ス

可 キ差 異 ナ シ。

反 鷹 滴 性:滴 性

比 重 1012-1020(不 均1016)11014-101S(亭 均1015)

Rivalta氏

反 磨
陰性叉 ・・陽性i陽 性

1

繊 維 素 甚 多量(大 多敷)1甚 多 量
1

蛋 白 イ1ピ1。48-3.86(卒 均2.69)%'1.59-3.24(卒 均2.21%)

細

胞

所

見

数

(mm3)
235-670(卒 均403)小 数 ノ赤 血 球 埆加 セ ルレハ 赤血 球 ノ ミナ リ

種

類

内 被 細 胞85.5-87.3(平 均S6.4)% 50.6-83.8%

淋 巴球(軍 核 細 胞)10.0-11.3(卒 均10.7)%

一

7.0-84.8%

好 「エ オ ジ ン 」球1.4-4.0(卒 均2.7)% ナ シ

中 性 球0-0.5% 2.6-61.4

即 チ「ア ドレナ リ ン」反 復 注 射 後 ノ胸 液 所 見 ハ正

常 家 兎 ノ胸 液 ト大 差 ナ ク唯 、 其 量 ト赤 血 球 数 ト

ニ於 テ圭曾加 セル テ見 ル ノ ミ。 蛋 白量 モ特 二増 加

セズ、 繊 維 素 ハ正 常 家 兎 ノ大 多 敷例 二甚 ダ 多量

且 ツ リブ ル タ氏反 慮 モ多 クハ陽 性 ナ ル テ以 テ、

此 正 常 家 兎胸 液 ノ性 歌 ラ検 セ ズ シテ、「ア ドレナ

リ ン」注射 後 ノ胸 液 ノ織 維 素 多 キ ゴ トヤ リヴ ル

タ氏 反 慮 陽 性 ナ ル事 テ以 テ、 之 テ人 ノ胸 液 二類

推 シ滲 出 性 炎液 ナ リ ト即 断 ス ル事 ハ危 瞼 ナ リ。

細 胞 所 見 二到 リテ ハ撒 及 多形 核 細 胞 ノ曾 加 ス ル

事 モ ア レ ドモ多形'核 ガ絶 封 多 数 テ占 ム ル事 ハ稀

ニ シテ矢 可 部 氏 ノ例 ノ内中 性 多 核 球 ノ絶 封 多数

ナ リ シバ唯i1例 ノ ミナ リ。i蓋 シ「ア ドレナ リン」

反 復 注射 ニ ヨル血 管 牧 縮 、 血 歴 上 昇 ト、績 畿 セ
リ 　 　 　 　 　 　 　

ル三般臓器殊二胸腔内臓 ノ高度 ノ膨血 ト組織内
の 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・「カ ル チ ウ ム」減 少(Chiari,Januschke,Billigh。
　 　 　 　 　 　 　

eimer,Leicheretc)ト 相 侯 ツ テ 、一 種 ノ大 ナ ル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

組織間隙 ト見倣 ス可キー般漿膜縢特 二胸腔、心
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　 　 　 　 　

嚢 等 二漿 液 瀦 溜 テ將來 ス ルノ、當 然 ニ シテ、 其 所
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

二何 等 炎 機 ノ存 在 テ認 メ ズ、 叉 「ア ド レナ リ ン」

性 胸 腔 内液 瀦 溜 ノ論 明 二炎機 ノ存 在 テ必 要 トセ

ズ、 随 ツ テ 漿 液 性 胸 膜 炎 ノ成 因 設 明 二、 如 此
　 　 　 　 　 　 　 リ ヨ 　 　 　 　 　

「ア ドレナ リ ン」中毒 性 鯵 血 現 象 テ以 テ ス ル ハ妥
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

當 ナラズ。況 ンヤ全 ク異 ナル所謂輕症型胸膜炎
　 　 　 　

(?)ト 特 装 性 胸 膜 炎 トテ混 同 シテ、 雨 者 ノ瑳 症
　 　 　 　 　

機 轄 ノ全 貌 テー 律 二家 兎 「ア ドレナ リ ン」實 験 ノ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一 途 テ以 テ設 明 シ去 ラ ン トスル コ トハ 首 肯 シ難
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ヒ・

要 ス ル ニ輕 症 型 胸 膜 炎 ナ ル モ ノハ 、 肉膿 激 勢 二
　 　 　 　 　

由ル胸膜 ノ機械的刺戟二因 リ績獲スルー過性反
　 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　

慮 二過ギズ シテ、其液 ノ性質、攣化等 ハ何等胸
　 　 　 　 　 　　

膜 ノ炎機 ラ肯 定 セ シム ベ キ所 見 ナ ク、 全 ク生 理
　 　

的 限 界 テ踏 ミ出 セル モ ノニ非 ズ。 本 症 ノ臨 躰所
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　

見 二到 リテ ハ、 此 反 慮 二必 然 的 二附随 ス ル ト言
　 　 　 　 　 　

ノ・ン ヨ リハ寧 ロ出井 氏 等 ノ合 併症 トシテ列 墨 セ
　 　 　 　 　 　 　 　 　

ル咽頭氣管、氣管枝壁常等 ノ感冒性症候 ト見倣
　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 コ リ 　 　 　

スベ久 随 ツテ所謂輕症型胸膜炎ラ胸膜炎 ノー

特別型或ハー ツノ掲立疾患 トシテ存在セシムル
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根嫁ナキニ似 タルラ以テ、余ハ之テ健康者劇勢
　 　 　 　 　

二因ルーツノ廣義 ノ生理的動揺範園内 ノ慶化 二
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

過 ギ ザ ル モ ノニ非 ズ ヤ ト考 フ。
OOOOOOOOOO

引 用 文 献

1)小 川勇,胸 膜炎・・果 シテ軍隊病 ナノレカ.附 健

康人 ノ胸液 二就 テ.軍 磐 團雑誌第48號.大 正2年.

(1913)・2)大 久保九卒,健 康{彊ノ肋膜腔液 二

就 テ.東 北盤學會雑誌第6巻.第3・ 第4冊.大 正

11年 ・3♪ 小 川勇,軍 隊以外 二於 ケル輕症 胸膜

炎 二就 テ.治 療及虜方第42號.大 正12年.41

小 川勇,胸 膜 炎二關 ス,レ臨抹 的蛇 ビ實験 的研究.

軍讐團雑誌第126號.轡 學 中央雑誌・大正12年.

5)小 川勇,胸 膜 炎二關 スル臨林 的蛇實験的研究.

讐學中央雑誌.大 正12年.6)小 川 勇,所 謂健

康者 ノ肋 膜腔液問題 二就 テ.磐 學 中央雑誌.大 正

13年.7)出 井淳三,歩 兵第五十一聯隊 二多費

セルレ所謂 輕症胸膜炎患者 二關 スル調査報告.軍 胸

第3號.大 正13年.8)出 井淳 三,岸 本宗治郎,

健 康人 ノ胸液 二關 スル所見.軍 胸第4號.大 正13

年.9)西 澤,田 中,軍 馨 團雑誌第129號.大 正

13年.10ジ 古川利雄,野 田九郎,健 康人胸腔液

及浮腫 患者 二於ケル胸 腔漏出液 二就 テ.日 新讐學

第14巻.大 正13年.11)稻 本元一,肋 膜炎患

者穿 刺液 ノ細胞 豫 二就 テ.軍磐團雑 誌第155號.大

正15年.12)矢 田耕造,第 十九師團 二於 ケル

胸膜 炎殊 二所 謂輕症型胸膜 炎患者離 隊後 ノ現況調

査 成績 報告.軍 胸第1リ 號.昭 和2年.13)出 井

淳三,胸 腔炎 ノ統 計的蛇 二臨林的親察.結 核6巷

10號.昭 和3年.14)島 田頼三,所 謂健康禮 二

於 ケル胸膜 腔液 ノ登現蛇 二其意義 二就 テー結 核6

巻12號.昭 和3年 ・15)岡 村三年,肋 膜炎・實

験 的研究.北 越馨學會雑誌.第43年 ・第 ろ號・昭和

3年.16)上 田春治郎,帝 國海軍 二於 ケルレ胸

膜 炎 ノ研 究.第1・ 第2報 ・結 核第6巻 ・第6號.第

8號.昭 和3年.17)辻 川健 次,肋 膜炎滲 出液

中二謹明 セラル ・結核菌 ノ意義 二就 テ.結 核第6

巻.第7號.昭 和3年.181長 沼 甲午郎,濱 野

秀作,關 ロ六郎,肋 膜 炎滲 出液 ノ研究.結 核第6

巻.第5號.昭 和3年.19)中 瀬眞亮,藤 井 寅三郎,

滲 出性肋膜炎患 舌二於 ケル血清並滲出液 ノ蛋 白及
「フ

ィブ リノゲン」含有量 ト其消長.十 全會雑誌.第

33巻.第6號.昭 和3年.20)谷 野富有夫,八 田

俊之,肋 膜 炎患者蛇 健康人 二於 ケル胸腔液及血

液 ノ乳酸量 二就 テ,十 全會雑誌.第33巻.第12號.

昭和3年.21)高 橋實,維 田忠作,健 康人肋膜

腔液 中遊離細胞知 見補遣.十 全會雑誌.第34巻.

第6號 ・11召和4年.22)長 谷川忠 三,安 静蛇 二

運動 後二於 ケル健 康者胸腔液 二就 テ.十 全會雑誌.

第34巻.第6號.昭 和4年.23)吉 本勝=,健

康人 二於 ケノ胸 腔液「リパーゼ」量 二就 テ.十 全會

雑 誌.第34巻.第10號.11召 和4年.24)眞 田

眞 一耳B,健 康 人 及 滲 出性 肋 膜 炎 患 者 ノ血 清 蛇 二

胸 腔液 内 「ア ン チ トリ プ ン ン」量 二就 テ.十 全 會 雑

誌.第34巻.第5號.昭 和4年.25)谷 野 富 有 夫,

中 瀬 眞 亮,八 田 俊 之,藤 井 寅 三 郎,胸 腔 内 二於 ケ

ル健 康蛇 二病 的漿 液 ノ性 状 異 同 二就 テ。十 全 會雑

誌 第35巻.第4號.昭 和5年.26)吉 本 勝,

高 橋實,肋 膜 炎 二於 ケ ルレ類 脂 肪 膿 二就 テ.十 全 會

雑 誌.第34巻.第2號.昭 和4年.27)金 井

徳 三郎,滲 出性 肋 膜 炎 ノ直接 獲 症 機 輔 ・日新 磐學

第20年.第12號.昭 和6年 ・28ノ 岸 本 宗 治 郎,
一種 ノ輕 症 型 胸 膜 炎患 者 ノ胸 腔 滲 出 液 染 色標 本 供

覧.軍 讐 團 雑 誌198號.ll召 和4年.29)岸 本

宗 治 郎,軍 隊 輕症 型 胸膜 炎 ト不 整規 代 謝性 胸 膜

炎 トノ成 因 的 關 係 二關 ス ル實 験 的研 究.海 軍 軍 留

會 雑 誌.第19巻.第4號.軍 騎 團 雑誌 第205號.昭

和5年.30ノ 小 林 義雄,善 通 型 胸膜 炎 ノ潜 伏 乃

至 流産 型 ト所 謂 輕 症 胸 膜 炎 トノ・之 ヲ鑑 別 シ得 ノレヤ.

海 軍軍 盤 會 雑 誌.第21巻.第4號.昭 和7年.

31)矢 可 部 軍 司,「 ア ドレナ リン」中毒 二 關 ス ルレ

實 験 的研 究 ・第1報.海 軍 軍 盤 會 雑 誌.第20巻.第

5號.昭 和6年.32)矢 司部 軍 司,「 ア ドレナ

リ ン」中毒 二關 ス ル實 験 的 研 究.第2報.海 軍 軍 讐

會 雑 誌.第22巻.第5號 ・昭 和8年 ・  :3) Fischer
B., M. m. W. 1905. 34  , Citron J., Z. f. exp. 
Path. u. Ther. Bd. I, 1905. Erb, W. Jun., 
Arch. f. exp. Path. u. Pharm. Bd. 53, 1905. 

 36) Biland, J., D. Arch.  f.  Kl. M. Bd. 87, 1906. 
37) Biland, J., D. Arch. f.  K1. M. Bd. 88, 1907. 

 3S)  Kiilbs, Arch. f. exp, Path.  u. Pharm. Bd. 
53, 1905. 39) Scheidemandel, Virchow' Arch. 
Bd. 181, 1905. 40) Hess, 0., D. Arch f.  Kl. 
M. Bd. 89, 1907. 41) Eppinger,  Pathologie 

 u. Therapie d.  menschl. Oedems, 1917. 42) 
Leicher, D. Arch. f.  Kl. M. Bd. 141,  1922. 
43) Billigheimer,  Kl. W.  1922 44) Meyer 
& Gottlieb, Die exp. Pharmakologie 6,  Aufl. 
1922. 45) Seifried,  0., Die wichtigsten 
Krankheiten des  Kaninchens, 1927.  46:^ Schade 
H., Die physikalische  Chemie in d. inn. M. 3, 

 Aufl,  9`?.3. 47) Kraus & Brugsch, Spec. Path. 
 u. Ther. Bd.III.  4 Taslakowa, T., Virchow'

Arch. Bd.  269;  1928. 49)武 谷廣,健 康人 ノ肋

膜 腔 液 二關 ス,レ 問題 二就 テ.東 京 盤 事 新 誌.第

2856勢 荒.日召禾08肉 三.




